
(57)【要約】

【課題】本発明の課題は、吸着ロータの外周部に対向し

て周方向にわたって配置されたボルトの本数を少なくす

ることにある。

【解決手段】このシール装置８は、除湿ロータ２の端面

２ａ，２ｂに接触してシールを行うシール装置であって

、シール部材３１と、支持部材３７と、固定手段３９と

を備えている。シール部材３１は、除湿ロータ２の端面

２ａ，２ｂに隣接して配置され、先端部３１ａが端面２

ａ，２ｂに弾性変形して圧接可能であり、取付部３１ｂ

が除湿ロータ２の端面２ａ，２ｂから離れる方向に延び

る板状の部材である。支持部材３７は、シール部材３１

の取付部３１ｂを支持し、シール部材３１より高い剛性

を有しかつシール部材３１の厚み以上の厚みを有する板

状の部材である。固定手段３９は、シール部材３１及び

支持部材３７を取付座２０，２１との間で狭持して固定

するためのものである。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付 座 に 装 着 さ れ 、 前 記 吸 着 ロ ー タ
の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 が 前 記 吸 着 面 に 弾 性 変 形 し て 圧 接 可
能 で あ り 、 取 付 部 が 前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 板 状 の シ ー ル 部 材 と
、
前 記 シ ー ル 部 材 の 取 付 部 を 支 持 し 、 前 記 シ ー ル 部 材 よ り 高 い 剛 性 を 有 し か つ 前 記 シ ー ル 部
材 の 厚 み 以 上 の 厚 み を 有 す る 板 状 の 支 持 部 材 と 、
前 記 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 前 記 取 付 座 と の 間 で 狭 持 し て 固 定 す る た め の 固 定 手 段 と 、
を 備 え た シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付 座 に 装 着 さ れ 、 前 記 吸 着 ロ ー タ
の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 が 前 記 吸 着 面 に 弾 性 変 形 し て 圧 接 可
能 で あ り 、 取 付 部 が 前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 板 状 の シ ー ル 部 材 と
、
前 記 シ ー ル 部 材 の 取 付 部 を 支 持 す る 板 状 の 支 持 部 材 と 、
前 記 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 前 記 取 付 座 と の 間 で 狭 持 し て 固 定 す る た め の 固 定 手 段 と 、
前 記 固 定 手 段 及 び 取 付 座 に よ る 前 記 シ ー ル 部 材 の 狭 持 力 を 調 整 し て 前 記 シ ー ル 部 材 の 先 端
部 の 前 記 吸 着 面 へ の 圧 接 力 を 調 整 可 能 な 調 整 手 段 と 、
を 備 え た シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 固 定 手 段 は 、 前 記 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 前 記 取 付 座 と の 間 に 狭 持 し 一 端 部 が 前 記
シ ー ル 部 材 か ら 前 記 吸 着 ロ ー タ と 逆 側 に 離 れ る よ う に 延 び る 板 状 の 固 定 部 材 と 、 前 記 固 定
部 材 を 前 記 取 付 座 に 固 定 す る た め の ボ ル ト と を 有 し 、
前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 取 付 座 と 前 記 固 定 部 材 の 一 端 部 と の 間 の 間 隔 を 調 整 可 能 な 調 整 部 材
を 有 し て い る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 調 整 部 材 は 、 先 端 が 取 付 座 に 当 接 可 能 で あ り 前 記 固 定 部 材 に 設 け ら れ た ネ ジ 孔 に 螺 合
す る ボ ル ト で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付 座 に 装 着 さ れ 、 前 記 吸 着 ロ ー タ
の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 が 前 記 吸 着 面 に 弾 性 変 形 し て 圧 接 可
能 で あ り 、 取 付 部 が 前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 板 状 の シ ー ル 部 材 と
、
前 記 シ ー ル 部 材 の 取 付 部 を 支 持 す る 板 状 の 支 持 部 材 と 、
前 記 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 前 記 取 付 座 と の 間 で 狭 持 す る 板 状 の 固 定 部 材 と 、
前 記 シ ー ル 部 材 の 端 部 か ら 前 記 吸 着 ロ ー タ と 逆 側 に 離 れ て 設 け ら れ 、 前 記 固 定 部 材 を 前 記
取 付 座 に 固 定 す る ボ ル ト と を 有 す る 固 定 手 段 と 、
を 備 え た シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 は 、 前 記 吸 着 ロ ー タ の 外 周 部 に 対 向 し て 環 状 に 配 置 さ れ る と
と も に 周 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ た 円 弧 状 シ ー ル 部 材 及 び 円 弧 状 支 持 部 材 を 含 ん で い る 、 請
求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 シ ー ル 部 材 の 少 な く と も 前 記 吸 着 面 に 接 触 す る 部 分 は フ ッ 素 樹 脂 か ら な る 、 請 求 項 １
か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の シ ー ル 装 置 。
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【 請 求 項 ８ 】
前 記 シ ー ル 部 材 は 、 前 記 吸 着 面 に 接 触 す る 側 に 配 置 さ れ る フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト と 、 弾 性 材 料
か ら な り 前 記 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 基 材 と を 有 し て い る 、 請 求 項 １ か ら
７ の い ず れ か に 記 載 の シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を 両 側 か ら 狭 持 し て 先 端 部 が 前 記 基 材 の 弾 性 変 形 に よ る 形 状 に 沿 う
よ う 前 記 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を 保 持 す る １ 対 の 保 持 部 材 を さ ら に 備 え た 、 請 求 項 ８ に 記 載 の
シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 シ ー ル 部 材 は 、 複 数 の シ ー ト 状 物 が 積 層 さ れ て な る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か に 記
載 の シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
除 湿 装 置 及 び 脱 臭 装 置 を 含 む 吸 着 装 置 で あ っ て 、
回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ と 、
前 記 シ ー ル 装 置 及 び 吸 着 ロ ー タ が 収 納 さ れ る ケ ー シ ン グ と 、
前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 、 前 記 吸 着 ロ ー タ の 一 部 の 周 方 向 領 域 の 軸 方 向 両 側 に 形 成 さ れ る 吸 着
部 と 、 前 記 吸 着 ロ ー タ の 他 の 周 方 向 領 域 の 軸 方 向 両 側 に 形 成 さ れ る 再 生 部 と が 形 成 さ れ る
よ う 設 け ら れ た 仕 切 壁 と 、
請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か に 記 載 の シ ー ル 装 置 と 、
を 備 え た 吸 着 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ ー ル 装 置 、 特 に 、 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付
座 に 装 着 さ れ 、 前 記 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 に 関 す る 。 ま
た 、 本 発 明 は 、 そ の よ う な シ ー ル 装 置 を 備 え た 吸 着 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
除 湿 装 置 、 脱 臭 装 置 等 の 吸 着 装 置 は 、 一 般 に 、 空 気 中 の 水 分 や 有 機 ガ ス 、 悪 臭 等 を 吸 着 す
る た め の 吸 着 ロ ー タ と 、 ケ ー シ ン グ と 、 仕 切 壁 と 、 シ ー ル 装 置 と を 備 え て い る 。 吸 着 ロ ー
タ は 、 両 側 に 吸 着 面 を 有 す る 円 筒 形 状 の 回 転 体 で あ り 、 ケ ー シ ン グ 内 に 回 転 自 在 に 配 置 さ
れ て い る 。 仕 切 壁 は 、 ケ ー シ ン グ 内 を 吸 着 ロ ー タ の 所 定 の 周 方 向 領 域 の 軸 方 向 両 側 に 形 成
さ れ る 吸 着 ゾ ー ン と 、 他 の 周 方 向 領 域 の 軸 方 向 両 側 に 形 成 さ れ る 再 生 ゾ ー ン と に 区 分 す る
も の で あ る 。 ケ ー シ ン グ 及 び 仕 切 壁 は 、 シ ー ル 装 置 が 装 着 さ れ る 取 付 座 を 有 し て い る 。 取
付 座 は 、 通 常 、 吸 着 ロ ー タ の 外 周 部 に 対 向 し て ケ ー シ ン グ に 環 状 に 設 け ら れ た 部 分 と 、 仕
切 壁 の 吸 着 ロ ー タ 側 の 端 部 と に 設 け ら れ て い る 。 シ ー ル 装 置 は 、 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 接
触 し て シ ー ル を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 装 置 で は 、 吸 着 ロ ー タ は 、 モ ー タ 等 に よ り 回 転 駆 動 さ れ て 吸 着 領 域 と 再 生 領 域
と が 連 続 的 に 変 化 す る こ と で 、 除 湿 、 脱 臭 や ロ ー タ の 再 生 が 連 続 的 に 行 わ れ る 。 こ の と き
、 吸 着 装 置 に 入 り 込 む 空 気 は 、 シ ー ル 装 置 に よ り 吸 着 ロ ー タ を 通 過 す る よ う 導 か れ る 。 ま
た 、 吸 着 ゾ ー ン と 再 生 ゾ ー ン と の 間 で の 空 気 の 漏 れ も シ ー ル 装 置 に よ り 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の シ ー ル 装 置 と し て 、 先 端 部 が 弾 性 変 形 し て 吸 着 ロ ー タ に 面 接 触 す る こ と で シ ー ル を
行 う 板 状 の シ ー ル 部 材 を 備 え た も の が あ る 。 こ の 種 の シ ー ル 装 置 は 、 シ ー ル 部 材 を 支 持 す
る 支 持 部 材 と 、 固 定 手 段 と を さ ら に 備 え て い る 。 固 定 手 段 は 、 シ ー ル 部 材 の 後 端 部 及 び 支
持 部 材 を 取 付 座 と の 間 で 狭 持 す る た め の 固 定 部 材 と 、 固 定 部 材 を 取 付 座 に 固 定 す る た め の
ボ ル ト と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 の 後 端 部 が 所 定 の 押 圧 力 で 狭 持 さ れ る こ と で シ ー ル 部 材 の 先 端
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部 が 吸 着 ロ ー タ に 対 し 所 定 の 圧 接 力 を 及 ぼ す こ と が で き る 。 特 に 、 こ の 種 の 装 置 で は 、 シ
ー ル 部 材 が 吸 着 ロ ー タ に 対 し 点 接 触 に よ り シ ー ル を 行 う も の に 比 べ 高 い シ ー ル 性 が 得 ら れ
る 。
そ し て 、 従 来 の シ ー ル 装 置 で は 、 例 え ば 吸 着 ロ ー タ の 外 周 部 に 対 向 す る 部 分 で は 、 通 常 、
シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 は 周 方 向 に 延 び る よ う 配 置 さ れ 、 固 定 手 段 は 周 方 向 に 間 隔 を お い
て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の シ ー ル 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 固 定 部 材 及 び 取 付 座 で 狭 持 し て も 、 シ
ー ル 部 材 に 対 す る 支 持 部 材 の 剛 性 が 十 分 で な い た め に 、 固 定 部 材 及 び 取 付 座 に よ る 狭 持 力
が ボ ル ト 止 め さ れ た 部 分 の 近 辺 で し か シ ー ル 部 材 に 及 ば ず 、 シ ー ル 部 材 先 端 部 の 吸 着 ロ ー
タ へ の 圧 接 力 が 周 方 向 に 不 均 一 に な っ て し ま う 場 合 が あ る 。 こ の た め 、 ボ ル ト 止 め の 箇 所
を 増 や し て シ ー ル 部 材 の 圧 接 力 の ば ら つ き を 抑 え る こ と が 考 え ら れ る が 、 こ の 方 法 で は 必
要 な ボ ル ト の 本 数 が 増 え る た め 、 取 付 作 業 が 面 倒 に な り 、 ま た 、 コ ス ト が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 面 接 触 型 の シ ー ル 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 は 、 通 常 、 押 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ る が 、
厚 み が 不 均 一 に な り や す く 、 こ の 結 果 、 吸 着 ロ ー タ の 圧 接 力 が 周 方 向 に ば ら つ き や す く な
る 。
さ ら に 、 シ ー ル 部 材 の 先 端 部 は 、 吸 着 ロ ー タ と 摺 動 す る こ と に よ り 摩 耗 す る た め 、 定 期 的
に 新 し い も の に 交 換 す る 必 要 が あ る が 、 従 来 の シ ー ル 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 は ボ ル ト が 貫
通 し て 固 定 さ れ て い た た め 、 シ ー ル 部 材 の 交 換 時 に は 全 て の ボ ル ト を 取 り 外 す 必 要 が あ り
、 交 換 作 業 が 容 易 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 吸 着 装 置 の 取 付 座 に シ ー ル 装 置 を 装 着 す る た め の 固 定 手 段 の 数 を 少 な く
す る こ と に あ る 。
ま た 、 本 発 明 の 別 の 課 題 は 、 シ ー ル 部 材 の 吸 着 ロ ー タ に 対 す る 圧 接 力 の ば ら つ き を 抑 え る
こ と に あ る 。
さ ら に 、 本 発 明 の 別 の 課 題 は 、 シ ー ル 部 材 の 交 換 を 容 易 に 行 え る よ う に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付
座 に 装 着 さ れ 、 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 で あ っ て 、 シ ー ル
部 材 と 、 支 持 部 材 と 、 固 定 手 段 と を 備 え て い る 。 シ ー ル 部 材 は 、 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 隣
接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 が 吸 着 面 に 弾 性 変 形 し て 圧 接 可 能 で あ り 、 取 付 部 が 吸 着 ロ ー タ の
吸 着 面 か ら 離 れ る 方 向 （ 以 下 、 後 端 側 と も い う ） に 延 び る 板 状 の 部 材 で あ る 。 支 持 部 材 は
、 シ ー ル 部 材 の 取 付 部 を 支 持 し 、 シ ー ル 部 材 よ り 高 い 剛 性 を 有 し か つ シ ー ル 部 材 の 厚 み 以
上 の 厚 み を 有 す る 板 状 の 部 材 で あ る 。 固 定 手 段 は 、 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 取 付 座 と の
間 で 狭 持 し て 固 定 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 は 、 固 定 手 段 と 取 付 座 と に 狭 持 さ れ て 所 定
の 押 圧 力 を 受 け て い る 。 こ の と き 、 押 圧 力 を 受 け た 支 持 部 材 は 、 剛 性 及 び 厚 み が シ ー ル 部
材 に 比 べ 大 き い た め 、 シ ー ル 部 材 全 体 に 対 し て 均 一 な 力 を 及 ぼ す 。 し た が っ て 、 例 え ば 、
シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 が 吸 着 ロ ー タ に 対 向 し て 環 状 に 配 置 さ れ て い る 場 合 で は 、 シ ー ル
部 材 は 、 支 持 部 材 か ら 周 方 向 に 均 一 な 押 圧 力 を 受 け る た め 、 先 端 部 が 吸 着 ロ ー タ に 対 し 周
方 向 に 均 一 な 力 で 圧 接 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で は 、 ボ ル ト 等 の 固 定 手 段 の 数 を 増 や さ ず に 、 シ ー ル 部 材 の 圧 接 力 の ば ら つ き を 解 消
で き る 。
請 求 項 ２ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付
座 に 装 着 さ れ 、 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 で あ っ て 、 シ ー ル
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部 材 と 、 支 持 部 材 と 、 固 定 手 段 と 、 調 整 手 段 と を 備 え て い る 。 シ ー ル 部 材 は 、 吸 着 ロ ー タ
の 吸 着 面 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 が 吸 着 面 に 弾 性 変 形 し て 圧 接 可 能 で あ り 、 取 付 部 が
吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 板 状 の 部 材 で あ る 。 支 持 部 材 は 、 シ ー ル 部 材
の 取 付 部 を 支 持 す る 板 状 の 部 材 で あ る 。 固 定 手 段 は 、 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 取 付 座 と
の 間 で 狭 持 し て 固 定 す る た め の も の で あ る 。 調 整 手 段 は 、 固 定 手 段 及 び 取 付 座 に よ る シ ー
ル 部 材 の 狭 持 力 を 調 整 し て シ ー ル 部 材 の 先 端 部 の 吸 着 面 へ の 圧 接 力 を 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 調 整 手 段 に よ り 、 シ ー ル 部 材 の 狭 持 力 が 調 整 さ れ る こ と で シ ー ル 部
材 先 端 部 の 吸 着 ロ ー タ へ の 圧 接 力 を 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
請 求 項 ３ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 ２ の シ ー ル 装 置 に お い て 、 固 定 手 段 は 、 シ ー ル 部 材
及 び 支 持 部 材 を 取 付 座 と の 間 に 狭 持 し 一 端 部 が シ ー ル 部 材 か ら 吸 着 ロ ー タ と 逆 側 に 離 れ る
よ う に 延 び る 板 状 の 固 定 部 材 と 、 固 定 部 材 を 取 付 座 に 固 定 す る た め の ボ ル ト と を 有 し て い
る 。 調 整 手 段 は 、 取 付 座 と 固 定 部 材 の 一 端 部 と の 間 の 間 隔 を 調 整 可 能 な 調 整 部 材 を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 固 定 部 材 が ボ ル ト に よ り 取 付 座 に 固 定 さ れ る こ と で 、 シ ー ル 部 材 及
び 支 持 部 材 が 固 定 部 材 と 取 付 座 と の 間 に 狭 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 装 置 で は 、 調 整 手
段 に よ り 、 シ ー ル 部 材 の 後 端 側 に お い て 固 定 部 材 の 一 端 部 と 取 付 座 と の 間 隔 を 調 整 す る こ
と で シ ー ル 部 材 先 端 部 の 圧 接 力 が 調 整 さ れ る 。
請 求 項 ４ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 ３ の シ ー ル 装 置 に お い て 、 調 整 部 材 は 、 先 端 が 取 付
座 に 当 接 可 能 で あ り 、 固 定 部 材 に 設 け ら れ た ネ ジ 孔 に 螺 合 す る ボ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 ボ ル ト の 先 端 が 取 付 座 に 当 接 可 能 で あ る た め 、 ボ ル ト を ね じ 込 む と
固 定 部 材 の 一 端 部 と 取 付 座 と の 間 隔 が 広 が り 、 固 定 部 材 は 、 固 定 手 段 の ボ ル ト で 連 結 さ れ
た 部 分 よ り 吸 着 ロ ー タ 側 （ 以 下 、 先 端 側 と も い う ） で は 、 逆 に 固 定 部 材 と 取 付 座 と の 間 の
間 隔 が 狭 ま る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 は よ り 強 い 力 で 狭 持 さ れ 、 シ ー ル 部
材 先 端 部 の 圧 接 力 が 強 く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 方 、 ボ ル ト を 緩 め た 場 合 は 、 上 記 と は 逆 に 先 端 側 で は 固 定 部 材 と 取 付 座 と の 間 の 間 隔 が
広 が る た め 、 シ ー ル 部 材 に 対 す る 狭 持 力 は 弱 く な り 、 シ ー ル 部 材 の 圧 接 力 も 弱 く な る 。
こ こ で は 、 ボ ル ト を 締 め 付 け ま た は 緩 め る こ と で シ ー ル 部 材 の 圧 接 力 を 調 整 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ５ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 回 転 自 在 に 設 け ら れ た 吸 着 ロ ー タ を 有 す る 吸 着 装 置 の 取 付
座 に 装 着 さ れ 、 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 接 触 し て シ ー ル を 行 う シ ー ル 装 置 で あ っ て 、 シ ー ル
部 材 と 、 支 持 部 材 と 、 固 定 部 材 と を 備 え て い る 。 シ ー ル 部 材 は 、 吸 着 ロ ー タ の 吸 着 面 に 隣
接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 が 吸 着 面 に 弾 性 変 形 し て 圧 接 可 能 で あ り 、 取 付 部 が 吸 着 ロ ー タ の
吸 着 面 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 板 状 の 部 材 で あ る 。 支 持 部 材 は 、 シ ー ル 部 材 の 取 付 部 を 支
持 す る 板 状 の 部 材 で あ る 。 固 定 手 段 は 、 固 定 部 材 と ボ ル ト と を 有 し て い る 。 固 定 部 材 は 、
シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 を 取 付 座 と の 間 で 狭 持 す る 。 ボ ル ト は 、 板 状 の シ ー ル 部 材 の 端 部
か ら 吸 着 ロ ー タ と 逆 側 に 離 れ て 設 け ら れ 、 固 定 部 材 を 取 付 座 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 固 定 手 段 の ボ ル ト は シ ー ル 部 材 の 後 端 側 に 配 置 さ れ る た め 、 す な わ
ち 、 ボ ル ト が シ ー ル 部 材 を 貫 通 し て い な い た め に 、 シ ー ル 部 材 の 交 換 に 際 し て は 、 ボ ル ト
を 緩 め る だ け で 、 シ ー ル 部 材 を 引 き 抜 く よ う に し て 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 交
換 作 業 が 容 易 に な る 。
請 求 項 ６ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か の シ ー ル 装 置 に お い て 、 シ ー ル
部 材 及 び 支 持 部 材 は 、 吸 着 ロ ー タ の 外 周 部 に 対 向 し て 環 状 に 配 置 さ れ る と と も に 周 方 向 に
複 数 に 分 割 さ れ た 円 弧 状 シ ー ル 部 材 及 び 円 弧 状 支 持 部 材 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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前 述 の よ う に 、 吸 着 ロ ー タ の 外 周 部 で は 、 外 部 か ら 取 り 込 ん だ 空 気 が 全 て 吸 着 ロ ー タ を 通
過 す る よ う シ ー ル が 行 わ れ る 。 こ こ で は 、 特 に 、 そ の よ う な シ ー ル を 行 う た め の シ ー ル 部
材 及 び 支 持 部 材 を 対 象 と し て い る 。
請 求 項 ７ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か の シ ー ル 装 置 に お い て 、 シ ー ル
部 材 の 少 な く と も 吸 着 面 に 接 触 す る 部 分 は フ ッ 素 樹 脂 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
シ ー ル 部 材 は 、 吸 着 ロ ー タ が 回 転 す る と 吸 着 面 に 対 し 摺 動 す る が 、 こ の シ ー ル 装 置 で は 、
シ ー ル 部 材 の 少 な く と も 摺 動 面 が 低 摩 擦 性 を 有 す る フ ッ 素 樹 脂 か ら な る た め 、 吸 着 面 と の
間 の 摺 動 抵 抗 が 低 減 さ れ 摩 耗 が 抑 え ら れ る 。
請 求 項 ８ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か の シ ー ル 装 置 に お い て 、 シ ー ル
部 材 は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト と 基 材 と を 有 し て い る 。 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト は 、 吸 着 面 に 接 触 す
る 側 に 配 置 さ れ る 。 基 材 は 、 弾 性 材 料 か ら な り フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト に よ り 吸 着 ロ ー タ と の 間 の 摺 動 抵 抗 が 低 減 さ れ シ
ー ル 部 材 の 摩 耗 が 抑 え ら れ る 。
こ こ で は 、 シ ー ル 部 材 の 表 面 部 分 の み を フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト で 構 成 す る こ と に よ り 、 シ ー ル
部 材 の 材 料 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
請 求 項 ９ に 係 る シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 ８ の シ ー ル 装 置 は 、 １ 対 の 保 持 部 材 を さ ら に 備 え て
い る 。 １ 対 の 保 持 部 材 は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を 両 側 か ら 狭 持 し て 先 端 部 が 基 材 の 弾 性 変 形
に よ る 形 状 に 沿 う よ う フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
シ ー ル 部 材 が 吸 着 ロ ー タ に 対 し 摺 動 す る と 、 シ ー ル 部 材 を 構 成 す る 基 材 が 弾 性 変 形 し 、 こ
の 基 材 に 沿 っ て 配 置 さ れ た フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト は 、 基 材 シ ー ト の 弾 性 変 形 に 伴 っ て 皺 が 生 じ
た り 吸 着 ロ ー タ と の 間 か ら 抜 け 出 た り す る 場 合 が あ り 、 こ の よ う な 場 合 、 シ ー ル 部 材 と 吸
着 ロ ー タ と の 間 で リ ー ク が 生 じ る お そ れ が あ る 。
そ こ で 、 こ の シ ー ル 装 置 で は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を １ 対 の 保 持 部 材 に よ り 狭 持 し 、 こ の 状
態 で 基 材 の 形 状 に 沿 わ せ て 配 置 す る こ と に よ り 、 基 材 の 弾 性 変 形 に 影 響 さ れ や す い フ ッ 素
樹 脂 シ ー ト の 皺 の 発 生 等 を 抑 え る こ と が で き 、 リ ー ク の 発 生 を 防 止 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 １ ０ に 係 る シ ー ル 装 置 で は 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か の シ ー ル 装 置 に お い て 、 シ
ー ル 部 材 は 、 複 数 の シ ー ト 状 物 が 積 層 さ れ て な る 。
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 が 複 層 構 造 を 有 す る こ と で シ ー ル 部 材 全 体 の 強 度 が 向 上
し て い る た め 、 シ ー ル の 際 に 大 き な 圧 力 差 が 生 じ る 場 合 に も 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
請 求 項 １ １ に 係 る 吸 着 装 置 は 、 除 湿 装 置 及 び 脱 臭 装 置 を 含 む 吸 着 装 置 で あ っ て 、 吸 着 ロ ー
タ と 、 ケ ー シ ン グ と 、 仕 切 壁 と 、 シ ー ル 装 置 と を 備 え て い る 。 吸 着 ロ ー タ は 回 転 自 在 に 設
け ら れ て い る 。 シ ー ル 装 置 は 、 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の も の で あ る 。 ケ ー シ
ン グ は 、 シ ー ル 装 置 及 び 吸 着 ロ ー タ が 収 納 さ れ る 。 仕 切 壁 は 、 ケ ー シ ン グ 内 に 、 吸 着 ロ ー
タ の 一 部 の 周 方 向 領 域 の 軸 方 向 両 側 に 形 成 さ れ る 吸 着 部 と 、 吸 着 ロ ー タ の 他 の 周 方 向 領 域
の 軸 方 向 両 側 に 形 成 さ れ る 再 生 部 と が 形 成 さ れ る よ う 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の シ ー ル 装 置 で は 、 シ ー ル 部 材 及 び 支 持 部 材 は 、 固 定 手 段 と 取 付 座 と に 狭 持 さ れ て 所 定
の 押 圧 力 を 受 け て い る 。 こ の と き 、 押 圧 力 を 受 け た 支 持 部 材 は 、 剛 性 及 び 厚 み が シ ー ル 部
材 に 比 べ 大 き い た め 、 シ ー ル 部 材 全 体 に 対 し て 均 一 な 力 を 作 用 さ せ る こ と が で き る 。 し た
が っ て 、 こ こ で は 、 ボ ル ト 等 の 固 定 手 段 の 数 を 増 や さ ず に 、 シ ー ル 部 材 の 圧 接 力 の ば ら つ
き を 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
［ 除 湿 装 置 の 全 体 構 成 ］
図 １ 及 び 図 ２ に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 除 湿 装 置 を 示 す 。
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こ の 除 湿 装 置 は 、 空 気 中 の 水 分 を 吸 着 し て 乾 燥 し た 空 気 を 送 り 出 す た め の 装 置 で あ っ て 、
ケ ー シ ン グ １ と 、 仕 切 壁 ３ ａ ， ３ ｂ と 、 送 風 機 ５ ， ６ と 、 除 湿 ロ ー タ ２ と を 備 え て い る 。
そ し て 、 ケ ー シ ン グ １ 及 び 仕 切 壁 ３ ａ ， ３ ｂ と 除 湿 ロ ー タ ２ と の 間 に は 、 シ ー ル 装 置 ８ が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ケ ー シ ン グ １ は 、 内 側 に 除 湿 ロ ー タ ２ が 回 転 自 在 に 収 納 さ れ る 枠 体 で あ る 。 ケ ー シ ン グ １
内 に は 、 除 湿 ロ ー タ ２ を 回 転 駆 動 す る た め の モ ー タ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
仕 切 壁 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 、 除 湿 ゾ ー ン Ｔ と 再 生 ゾ ー ン Ｒ と を 区 分 け す る よ
う 設 け ら れ る 板 状 部 分 で あ る 。 除 湿 ゾ ー ン Ｔ は 、 除 湿 ロ ー タ ２ の 一 部 の 周 方 向 領 域 の 軸 方
向 両 側 に 形 成 さ れ 、 再 生 ゾ ー ン Ｒ は 、 除 湿 ロ ー タ ２ の 他 の 周 方 向 領 域 の 軸 方 向 両 側 に 形 成
さ れ る 。 仕 切 壁 ３ ａ ， ３ ｂ の 除 湿 ロ ー タ ２ 側 の 端 部 と ケ ー シ ン グ １ 内 の 除 湿 ロ ー タ ２ の 外
周 端 に 対 向 す る 位 置 と に は 、 空 気 の 漏 れ を 防 止 す る た め の シ ー ル 装 置 ８ が 取 り 付 け ら れ る
取 付 座 ２ １ ， ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
送 風 機 ５ ， ６ は そ れ ぞ れ 、 ケ ー シ ン グ １ 内 に 形 成 さ れ た 除 湿 ゾ ー ン Ｔ 及 び 再 生 ゾ ー ン Ｒ で
の 空 気 の 送 風 を 行 う た め の も の で あ り 、 各 ゾ ー ン Ｔ ， Ｒ の 出 口 側 （ Ｔ ２ ， Ｒ ２ ） に 設 け ら
れ て い る 。 こ れ ら の 送 風 機 ５ ， ６ は 、 除 湿 ロ ー タ ２ に 対 し 入 口 側 （ Ｔ １ ， Ｒ １ ） に 設 け ら
れ て も よ い 。 再 生 ゾ ー ン Ｒ の 再 生 用 空 気 Ａ ５ の 取 入 口 に は ヒ ー タ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ
の ヒ ー タ ７ は 除 湿 ロ ー タ ２ に 吹 き 込 ま れ る 空 気 を 予 熱 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
除 湿 ロ ー タ ２ は 、 回 転 軸 ２ ｄ を 回 転 中 心 と す る 円 筒 状 回 転 体 で あ り 、 周 方 向 に 区 分 け さ れ
た 複 数 の ブ ロ ッ ク （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。 ブ ロ ッ ク は 、 活 性 炭 、 シ リ カ ゲ ル 及 び セ ラ
ミ ッ ク 等 を 特 殊 成 型 し て 得 ら れ る 特 殊 紙 を 材 質 と し て お り 、 特 殊 紙 で 形 成 さ れ た 波 板 紙 及
び 平 板 紙 を 交 互 に 貼 着 し て な る 段 ボ ー ル 紙 を 回 転 軸 ２ ｄ を 中 心 に 同 心 円 上 に 積 層 し た よ う
な 構 造 を 有 し て い る 。 ブ ロ ッ ク は 、 除 湿 ロ ー タ ２ の 一 端 面 ２ ａ か ら 他 端 面 ２ ｂ に 抜 け る 多
数 の 通 気 孔 を 有 す る と と も に 、 塩 化 リ チ ウ ム な ど の 除 湿 剤 が 付 加 さ れ て い る 。 な お 、 除 湿
ロ ー タ ２ の 両 端 面 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 除 湿 の 際 に 空 気 の 出 入 り 口 と な る 除 湿 面 （ 吸 着 面 ） ２ ａ
， ２ ｂ と み な す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 除 湿 装 置 で は 、 水 分 を 含 ん だ 空 気 Ａ １ は 、 送 風 機 ５ に よ り 、 ま ず 、
除 湿 ゾ ー ン Ｔ １ に 導 か れ 、 モ ー タ ４ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 除 湿 ロ ー タ ２ を 軸 方 向 に 通 過 す
る 。 す る と 、 空 気 中 の 水 分 は 除 湿 ロ ー タ ２ に 吸 着 さ れ る こ と で 空 気 中 か ら 除 去 さ れ 、 除 湿
ロ ー タ ２ の 他 端 面 ２ ｂ か ら は 除 湿 さ れ た 空 気 Ａ ２ が 除 湿 ゾ ー ン Ｔ ２ に 吹 き 出 る 。 こ の 結 果
、 除 湿 さ れ た 空 気 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
そ し て 、 水 分 を 吸 着 し た 除 湿 ロ ー タ ２ の 所 定 領 域 は 、 回 転 し て 再 生 ゾ ー ン Ｒ に 移 動 し 、 予
熱 さ れ た 再 生 用 空 気 Ａ ３ が 除 湿 ゾ ー ン と 逆 方 向 に 送 り 込 ま れ る 。 す る と 、 除 湿 ロ ー タ ２ か
ら 水 分 が 外 気 Ａ ４ 中 に 追 い 出 さ れ て 除 湿 ロ ー タ ２ が 再 生 さ れ る 。
［ シ ー ル 装 置 ］
図 ３ 及 び 図 ４ に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 が 採 用 さ れ た シ ー ル 装 置 ８ を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の シ ー ル 装 置 ８ は 、 除 湿 ロ ー タ ２ の 除 湿 面 ２ ａ ， ２ ｂ に 接 触 し て シ ー ル を 行 う 装 置 で あ
っ て 、 除 湿 装 置 の 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ に 装 着 さ れ て い る 。 シ ー ル 装 置 ８ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １
と 、 支 持 部 材 ３ ７ と 、 固 定 手 段 ３ ９ と 、 調 整 手 段 ４ ３ と 、 １ 対 の 保 持 部 材 ４ ５ ， ４ ６ と を
備 え て い る 。
シ ー ル 部 材 ３ １ は 、 除 湿 ロ ー タ ２ の 除 湿 面 ２ ａ ， ２ ｂ に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 先 端 部 ３ １ ａ
と 取 付 部 ３ １ ｂ と を 有 す る 板 状 の 部 材 で あ る 。 先 端 部 ３ １ ａ は 、 除 湿 面 ２ ａ ， ２ ｂ に 対 し
弾 性 変 形 し て 圧 接 可 能 で あ る 。 取 付 部 ３ １ ｂ は 、 支 持 部 材 ３ ７ 等 を 介 し て 取 付 座 ２ ０ ， ２
１ に 取 り 付 け ら れ る 部 分 で あ り 、 除 湿 ロ ー タ ２ の 除 湿 面 ２ ａ ， ２ ｂ か ら 離 れ る 方 向 に 延 び
て 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 シ ー ル 部 材 ３ １ は 、 除 湿 装 置 に 取 り 込 ま れ た 空 気 が 漏 れ な く 除 湿 ロ ー タ ２ を 通 過 す
る よ う に す る た め の 複 数 の 円 弧 状 シ ー ル 部 材 （ 図 示 せ ず ） と 、 各 ゾ ー ン Ｔ ， Ｒ の 間 で の 空
気 の 漏 れ を 防 止 す る た め の 複 数 の 直 線 状 シ ー ル 部 材 （ 図 示 せ ず ） と を 含 ん で い る 。 複 数 の
円 弧 状 シ ー ル 部 材 は 、 環 状 の 取 付 座 ２ ０ に 沿 っ て 配 置 さ れ る 部 分 で あ り 、 周 方 向 に 複 数 に
分 割 さ れ て い る 。 複 数 の 直 線 状 シ ー ル 部 材 は 、 直 線 状 の 取 付 座 ２ １ に 沿 っ て 配 置 さ れ る 部
分 で あ り 、 直 線 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に 、 シ ー ル 部 材 ３ １ は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト ３ ２ と 、 基 材 ３ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。 フ
ッ 素 樹 脂 シ ー ト ３ ２ は 、 フ ッ 素 樹 脂 で 形 成 さ れ た シ ー ト 状 物 で あ り 、 基 材 ３ ３ と ほ ぼ 平 行
に 配 置 さ れ て い る 。 フ ッ 素 樹 脂 と し て は 、 シ ー ト 材 と し て の 耐 摩 耗 性 に 優 れ る 点 で 四 フ ッ
化 エ チ レ ン － パ ー フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル 共 重 合 体 （ Ｐ Ｆ Ａ ） が 好 ま し い 。 基 材 ３ ３ は 、
シ リ コ ン ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 か ら な る シ ー ト 状 物 で あ り 、 弾 性 変 形 し て フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト ３
２ を 介 し て 除 湿 ロ ー タ ２ に 圧 接 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
支 持 部 材 ３ ７ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 取 付 部 ３ １ ｂ を 支 持 す る た め の 板 状 部 材 で あ り 、 シ ー
ル 部 材 ３ １ よ り 高 い 剛 性 を 有 し か つ シ ー ル 部 材 の 厚 み 以 上 の 厚 み を 有 す る 。 支 持 部 材 ３ ７
は 、 こ こ で は 、 Ｓ Ｕ Ｓ 等 の 金 属 材 料 か ら な る 。 ま た 、 支 持 部 材 ３ ７ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ と
同 様 、 除 湿 装 置 に 取 り 込 ま れ た 空 気 が 漏 れ な く 除 湿 ロ ー タ ２ を 通 過 す る よ う に す る た め の
周 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ た 円 弧 状 支 持 部 材 （ 図 示 せ ず ） と 、 各 ゾ ー ン Ｔ ， Ｒ の 間 で の 空 気
の 漏 れ を 防 止 す る た め の 直 線 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ た 直 線 状 支 持 部 材 （ 図 示 せ ず ） と を 有
し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
固 定 手 段 ３ ９ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ 及 び 支 持 部 材 ３ ７ を 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ に 固 定 す る た め の
も の で あ り 、 固 定 部 材 ４ ０ と 、 ボ ル ト ４ １ と を 有 し て い る 。 固 定 部 材 ４ ０ は 、 シ ー ル 部 材
３ １ 及 び 支 持 部 材 ３ ７ を 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ と の 間 に 狭 持 す る た め の 金 属 製 部 材 で あ る 。 固
定 部 材 ４ ０ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ か ら 除 湿 ロ ー タ ２ と 逆 側 （ 後 端 側 ） に 離 れ る よ う に 延 び る
一 端 部 ４ ０ ａ を 有 し て い る 。 ボ ル ト ４ １ は 、 固 定 部 材 ４ ０ を 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ に 連 結 す る
た め の も の で あ り 、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 取 付 部 ３ １ ｂ よ り 後 端 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
調 整 手 段 ４ ３ は 、 固 定 手 段 ３ ９ 及 び 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ に よ る シ ー ル 部 材 ３ １ の 狭 持 力 を 調
整 し て シ ー ル 部 材 ３ １ の 先 端 部 ３ １ ａ の 除 湿 ロ ー タ ２ へ の 圧 接 力 を 調 整 す る た め の も の で
あ る 。 調 整 手 段 ４ ３ は 、 ボ ル ト （ 調 整 部 材 ） ４ ４ と 、 ワ ッ シ ャ ４ ５ と を 有 し て い る 。 ボ ル
ト ４ ４ は 、 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ と 固 定 部 材 ４ ０ の 一 端 部 ４ ０ ａ と の 間 の 間 隔 を 調 整 す る た め
の 部 材 で あ る 。 ボ ル ト ４ ４ は 、 ワ ッ シ ャ ４ ５ を 介 し て 固 定 部 材 ４ ０ に 設 け ら れ た ネ ジ 孔 ４
０ ｂ に 螺 合 す る と と も に 、 先 端 ４ ４ ａ が 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ に 当 接 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ 対 の 保 持 部 材 ４ ５ ， ４ ６ は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト ３ ２ を 両 側 か ら 狭 持 し て フ ッ 素 樹 脂 シ ー
ト ３ ２ の 先 端 部 ３ ２ ａ が 基 材 ３ ３ の 弾 性 変 形 に よ る 形 状 に 沿 う よ う 保 持 す る の も の で あ る
。 保 持 部 材 ４ ５ ， ４ ６ は 、 リ ベ ッ ト ４ ７ で 連 結 さ れ て お り 、 Ｓ Ｕ Ｓ 等 の 金 属 材 料 か ら な る
板 金 部 材 で あ る 。 保 持 部 材 ４ ５ は 基 材 ３ ３ を 介 し て 支 持 部 材 ３ ７ に 対 向 し て 配 置 さ れ て お
り 、 保 持 部 材 ４ ６ は 保 持 部 材 ４ ５ と の 間 に フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト ３ ２ を 狭 持 す る よ う 配 置 さ れ
て い る 。 ま た 、 保 持 部 材 ４ ５ ， ４ ６ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ 及 び 支 持 部 材 ３ ７ と 同 様 、 除 湿 装
置 に 取 り 込 ま れ た 空 気 が 漏 れ な く 除 湿 ロ ー タ ２ を 通 過 す る よ う に す る た め の 周 方 向 に 複 数
に 分 割 さ れ た 円 弧 状 保 持 部 材 （ 図 示 せ ず ） と 、 各 ゾ ー ン Ｔ ， Ｒ の 間 で の 空 気 の 漏 れ を 防 止
す る た め の 直 線 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ た 直 線 状 保 持 部 材 （ 図 示 せ ず ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ シ ー ル 作 用 ］
こ の よ う に 構 成 さ れ た シ ー ル 装 置 ８ で は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ 及 び 支 持 部 材 ３ ７ は 、 固 定 部 材
４ ０ と 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ と に 狭 持 さ れ て 所 定 の 押 圧 力 を 受 け て い る 。 こ の と き 、 押 圧 力 を
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受 け た 支 持 部 材 ３ ７ は 、 剛 性 及 び 厚 み が シ ー ル 部 材 ３ １ に 比 べ 大 き い た め 、 シ ー ル 部 材 ３
１ 全 体 に 対 し て 均 一 な 力 を 及 ぼ す 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 円 弧 状 シ ー ル 部 材 で は 、 シ ー ル
部 材 ３ １ は 、 支 持 部 材 ３ ７ か ら 周 方 向 に 均 一 な 押 圧 力 を 受 け る た め 、 先 端 部 ３ １ ａ が 除 湿
ロ ー タ ２ に 対 し 周 方 向 に 均 一 な 力 で 圧 接 す る 。 こ の た め 、 ボ ル ト ４ ４ 等 の 固 定 手 段 を 増 や
さ ず に 、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 圧 接 力 の ば ら つ き を 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 調 整 動 作 ］
ま た 、 こ の シ ー ル 装 置 ８ で は 、 ボ ル ト ４ ４ の 先 端 ４ ４ ａ が 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ に 当 接 可 能 で
あ る た め 、 ボ ル ト ４ ４ を ね じ 込 む と 固 定 部 材 ４ ０ の 一 端 部 ４ ０ ａ と 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ と の
間 の 間 隔 が 広 が る 。 こ の と き 、 固 定 部 材 ４ ０ は 、 ボ ル ト ４ １ で 固 定 さ れ た 部 分 よ り 先 端 側
で は 、 逆 に 固 定 部 材 ４ ０ と 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ と の 間 の 間 隔 が 狭 ま る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ル
部 材 ３ １ 及 び 支 持 部 材 ３ ７ は よ り 強 い 力 で 狭 持 さ れ 、 シ ー ル 部 材 ３ １ 先 端 部 ３ １ ａ の 圧 接
力 が 強 く な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
一 方 、 ボ ル ト ４ ４ を 緩 め た 場 合 は 、 逆 に 先 端 側 で 固 定 部 材 ４ ０ と 取 付 座 ２ ０ ， ２ １ と の 間
の 間 隔 が 広 が る た め 、 シ ー ル 部 材 ３ １ に 対 す る 狭 持 力 は 弱 く な り 、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 圧 接
力 も 弱 く な る 。
し た が っ て 、 こ の シ ー ル 装 置 ８ で は 、 ボ ル ト ４ ４ に よ っ て シ ー ル 部 材 ３ １ の 圧 接 力 を 簡 単
に 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
［ 交 換 作 業 ］
さ ら に 、 こ の シ ー ル 装 置 ８ で は 、 固 定 手 段 ３ ９ の ボ ル ト ４ １ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 後 端 側
に 配 置 さ れ て い る た め 、 す な わ ち 、 ボ ル ト ４ １ が シ ー ル 部 材 ３ １ を 貫 通 し て い な い た め に
、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 交 換 に 際 し て は 、 ボ ル ト ４ １ を 緩 め る だ け で 、 シ ー ル 部 材 ３ １ を 引 き
抜 く よ う に し て 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 交 換 作 業 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 他 の 実 施 形 態 ］
（ ａ ） シ ー ル 部 材 ３ １ の 基 材 ３ ３ は 、 複 数 の シ ー ト 状 物 が 積 層 さ れ た も の で あ っ て も よ い
。 こ の 場 合 は 、 基 材 ３ ３ の 剛 性 が 高 く な り 、 除 湿 ロ ー タ ２ に 対 す る 圧 接 力 が 強 く な る た め
、 シ ー ル 時 に 大 き な 圧 力 損 失 が 生 じ る 場 合 に も 対 応 で き る 。
（ ｂ ） シ ー ル 部 材 ３ １ は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト を 用 い る 代 わ り に 、 基 材 ３ ３ の 一 部 を フ ッ 素
樹 脂 で 形 成 し た も の を 用 い て も よ く 、 少 な く と も 除 湿 ロ ー タ ２ に 対 し 摺 動 す る 部 分 が フ ッ
素 樹 脂 で 形 成 さ れ て い れ ば 、 そ の 形 態 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ｃ ） フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト は 、 異 種 ま た は 同 種 の シ ー ト を 複 数 枚 重 ね 合 わ せ て な る 複 層 構 造
の も の で あ っ て も よ い 。
（ ｄ ） 支 持 部 材 ３ ７ は 、 シ ー ル 部 材 ３ １ の 厚 み よ り 薄 い も の で あ っ て も よ い 。
（ ｅ ） 本 発 明 の 吸 着 装 置 は 、 除 湿 装 置 に 限 定 さ れ ず 、 脱 臭 装 置 等 の 他 の 吸 着 装 置 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 実 施 例 】
こ こ で は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト と し て 好 ま し い 材 質 を 評 価 す る た め に 、 以 下 の よ う な 要 領 で
シ ー ル 部 材 の 耐 摩 耗 性 試 験 を 行 っ た 。
ま ず 、 厚 さ ３ ｍ ｍ の シ リ コ ン ゴ ム を ２ 層 積 層 し た も の を 基 材 と し 、 ま た 、 厚 さ ０ ． ２ ５ ｍ
ｍ の 四 フ ッ 化 エ チ レ ン － パ ー フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル 共 重 合 体 （ Ｐ Ｆ Ａ ） か ら な る シ ー ト
を フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト と し て シ ー ル 部 材 （ 実 施 例 １ ） を 用 意 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
一 方 、 厚 さ ３ ｍ ｍ の シ リ コ ン ゴ ム を ２ 層 積 層 し た も の を 基 材 と し 、 ま た 、 厚 さ ０ ． ５ ｍ ｍ
の ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） か ら な る シ ー ト を フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト と し て シ
ー ル 部 材 （ 比 較 例 １ ） を 用 意 し た 。
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次 に 、 実 施 例 １ 及 び 比 較 例 １ の シ ー ル 部 材 を そ れ ぞ れ 、 先 端 部 が 弾 性 変 形 し て 除 湿 ロ ー タ
の 表 面 に フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト 側 で 圧 接 す る よ う に 配 置 し た 。 除 湿 ロ ー タ と し て は 、 外 周 が ９
． ４ ｍ の も の を 用 い た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
そ し て 、 除 湿 ロ ー タ を ７ ． ５ 回 ／ ｈ ｒ の 回 転 数 で 終 日 運 転 し 、 所 定 日 数 が 経 過 し た 時 点 で
運 転 を 止 め 、 各 シ ー ル 部 材 の 摩 耗 量 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 表 中 の 摩
耗 量 は 、 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト の 厚 み 方 向 の 摩 耗 量 を 指 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 支 持 部 材 が シ ー ル 部 材 に 比 べ 剛 性 が 高 く か つ 厚 み が 厚 い た め 、 例 え ば 吸
着 ロ ー タ の 外 周 部 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 場 合 、 シ ー ル 部 材 の 吸 着 ロ ー タ に 対 す る 圧 接 力 の
ば ら つ き が 抑 え ら れ 、 少 な い 数 の 固 定 手 段 で も シ ー ル 部 材 の 圧 接 力 を 周 方 向 に 均 一 に 保 つ
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の シ ー ル 装 置 は 、 調 整 手 段 を 備 え て い る た め 、 シ ー ル 部 材 の 狭 持 力 が 調 整 し
て シ ー ル 部 材 先 端 部 の 吸 着 ロ ー タ へ の 圧 接 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 本 発 明 の シ ー ル 装 置 で は 、 固 定 手 段 の ボ ル ト は 、 シ ー ル 部 材 の 後 端 側 に 配 置 さ れ
て い る た め 、 ボ ル ト が シ ー ル 材 を 貫 通 し て 配 置 さ れ て い る 場 合 に 比 べ 、 シ ー ル 部 材 の 交 換
を 容 易 に 行 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 除 湿 装 置 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 前 記 除 湿 装 置 の 模 式 的 な Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る シ ー ル 装 置 の 平 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
２ 　 除 湿 ロ ー タ （ 吸 着 ロ ー タ ）
２ ａ ， ２ ｂ 　 除 湿 ロ ー タ の 端 面 （ 吸 着 面 ）
２ ０ ， ２ １ 　 取 付 座
３ １ 　 シ ー ル 部 材
３ １ ａ 　 先 端 部
３ １ ｂ 　 取 付 部
３ ２ 　 フ ッ 素 樹 脂 シ ー ト
３ ３ 　 基 材
３ ７ 　 支 持 部 材
３ ９ 　 固 定 手 段
４ ０ 　 固 定 部 材
４ ０ ａ 　 一 端 部
４ ０ ｂ 　 ネ ジ 孔
４ １ 　 固 定 手 段 の ボ ル ト
４ ３ 　 調 整 手 段
４ ４ 　 調 整 手 段 の ボ ル ト
４ ４ ａ 　 ボ ル ト の 先 端
４ ５ ， ４ ６ 　 保 持 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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